
 

 

 

 

 

 

 

はじめまして、生活支援コーディネーターです！ 

生活支援コーディネーターは「地域支え合い推進員」とも呼ばれ、 

地域での支え合い活動を広める役割を担っています。 

 介護が必要な状態になっても住み慣れた地域で自分らしくいきいきと 

暮らしていけるよう、住民の皆さんや事業所、各種団体などと協働し 

ながら、地域における支え合いの体制づくりを進めていきます。 

志免町では町からの委託を受け、社会福祉協議会が担っています。 

 

 

 

 

 

 

生活支援コーディネーターが関わった地域での支え合い活動などを一部ご紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

志免町生活支援コーディネーター発行        創刊号 令和元年12月 

地域の支え合い通信 ～であい  つながりあい  支えあい～ 

令和元年度前期 活動報告 

平成31年 4月～令和元年9月 

 

志援隊活動 終了のお知らせ 

平成 29年に志援隊を発足し、地域での支え合い活動について話し合ってきました

が、地域によって状況や課題が違い、広域では実働に繋がりにくいといった問題があ

りました。 

今までの志援隊の取り組みや志援隊登録者へお願いした活動意向調査での意見、地

域で活動している方の意見も踏まえ、8月 21日（水）に説明会を行い、志免町全体

で協議する形を終了し志援隊を解散しました。 

現在は、小地域を単位とした福祉活動の支援にシフトチェンジしています。 

 

 
町内会単位で実態調査を実施 

 志援隊活動意向調査で「住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう町内会

でできることはないか検討するためには実態調査が必要」との意見が 

あり、成和町内会と鏡町内会でアンケートを実施しました。 

 今後、地域でできる支え合い活動などについて話し合う予定です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの詳細についてお尋ねになりたい方は 

 

 

 

「ふくしのまちづくりプロジェクト」で買い物支援について検討 

 地域で行われている福祉活動の課題として「担い手不足」 

「高齢化」「福祉はやることが多い」などの声を聞き、 

その状況を改善する１つの方法として、他分野の活動者や 

企業などと協働して解決策を考える「ふくしのまちづくり 

プロジェクト」を企画しました。 

 今回のテーマは『買い物支援』。呼びかけをしたところ、 

向ヶ丘町内会と王子八幡町内会で取り組んでいただける 

ことになりました。 

 これから地域の実態を把握し、住民のニーズに応じた 

取り組みをしている企業と話し合う機会をもつ予定です。 

 なおこのプロジェクトは、NPO法人ミディエイドと 

協働で行っています。 

町内会単位で行われる生活支援ボランティア活動の立ち上げ支援 

              南里一見守りネットワークから生活支援ボランティア 

活動を始めたいとご相談を受け、他地区の情報提供、 

段取りや検討事項など立ち上げに関するアドバイスなど 

一部お手伝いをさせていただきました。 

メンバーで話し合いを重ねられ、8月から活動が始ま 

りました。南里一町内会に住む 70歳以上一人暮らしの 

方と 75歳以上のみの世帯を対象に、無料でゴミ出しや 

話し相手など日常のちょっとした困りごとを、住民同士 

の支え合い活動で解決するしくみです。 

地域で活動を始めたい時、既存の活動を見直したい時 

などお気軽にご相談ください！ 

居場所活動の把握 及び 「志免町の居場所事例集」の更新 

 昨年度に引き続き、町内会や団体、事業所などが行っている居場所 

活動を訪問し、活動の見学、運営者や参加者のお話を伺いました。 

 活動を見える化するために作成した「志免町の居場所事例集」の 

内容も更新しています。事例集は地域の福祉活動に携わる方や医療・ 

介護保険事業所などに配布したり、志免町役場福祉課や社会福祉 

協議会の窓口のほか、病院や銀行など住民の方が集まる場所にも 

置いていただいています。社会福祉協議会のホームページでダウン 

ロードもできます。 

ご紹介した活動についてお尋ねがある方は生活支援コーディネーターまでご連絡ください。 

【お問い合わせ先】  志免町社会福祉協議会 TEL：０９２－９３７－３０１１ 


